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リュウビンタイのはなし 2021.05.30 
温室の橋の手前の右手に巨大なシダがあります。日本に自生するリュウビンタイというシ

ダ植物で、まるで恐竜時代に迷い込んだかのような錯覚をさせる葉は、長さは 3ｍにもお

よびます。リュウビンは、漢字で書くと「竜鱗」「龍髯」となり、「龍髭表」（りゅうび

んおもて）という、床の間に使われる特殊な畳が名前の由来になっているという説が有力

です。ちなみに、この畳は、わざわざ日に晒して茶色にしあげたもの。せっかくの床の間

の何で日焼けした畳をと思うかも知れませんが、壺や花瓶などを飾った後にやけ残りの色

むらを出さなようにするための工夫なのです。葉の裏の葉脈が、この畳に似ていることか

ら、リュウビンとつけられたと考えられています。中国では、薬用にも使われているよう

ですが、日本ではその姿が美しいことから、観葉植物として人気です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


